
学校教育目標：ひとり立ちできる子 ～心身共にたくましく、進んで学び合い、高め合う児童の育成～ 

めざす児童像：進んで学び合える子・協力し合える子・心と体を鍛える子・ふるさとを大切にする子 

 

 

 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

― 成  績 ― 

総合優勝     黄組 

準 優 勝      青組 

第 ３ 位     赤組 

最優秀応援賞 青組 

⑭高学年リレー ⑪３･４年 ゴールまで、むかでで 

チョコチョコ向かって GO！ 
⑫２年 出動！消火ヒーロー ⑬１年 玉入れ好きすぎて滅！ 

No.１４ 

福井市宝永小学校 

令和８年１０月５日 

大いに楽しんだ校内運動会 ９月３０日（水）  

【スローガン】勝っても負けても全員主役！ 
～支え合い、認め合い、励まし合い～ 

                         本年度は秋の長雨のため、計画した日に開催で

きるかと心配されましたが、子どもたちが楽しみに

していた校内運動会を予備日へ順延して、無事に

実施することができました。子どもたちは応援や競 

技について話し合い、それぞれ練習を積み重ねて準備を進めてきました。さらに、５・６年生は委員会ごとに決め

られた仕事を分担し、みんなで運動会を運営できるように、熱心に準備や練習をしてきました。その成果が実

り、当日は、子どもたちは自信をもって各種競技に参加し、積極的に応援や運営を進めました。そして、オープニ

ングセレモニーで話したように、勝ち負けにこだわることなく、競技や応援ではみんなで心を一つにして支え

合っていました。さらに、一人一人のがんばりをみんなで認め合っていました。加えて、各競技で勝ち負けが決

まっても、最後までねばり強く取り組めるようみんなで励まし合っていました。感動でいっぱいの校内運動会に

なったことを、心から喜びたいと思います。 

 

 

②大玉送り ③５･６年 横から失礼！綱引き ④３年 宝永１１９～走る救急救命士～ ①オープニングセレモニー 

各色団長による選手宣誓） 

⑮６年 For ～つないだ軌跡、つながる未来～ 

⑤１･２年なかよしボール運びリレー ⑥４年 ハコはっこ運べ☆ ⑦低学年リレー ⑩５年 フィッシング陣取り 

⑨応援合戦：左から黄・赤・青 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クロージングセレモニーの際の子どもたちの顔には、全力でやり切った満足感が見られました。６年生が中心

となって、スローガン「勝っても負けても全員主役！～支え合い、認め合い、励まし合い～」を成し遂げた立派な

姿が、本校の歴史に刻まれました。クロージングセレモニーの後には、各色の団長と副団長からの言葉が伝え

られました。これまでのお礼の言葉や思いを聴いて、涙す 

る子もいました。本番まで練習をしながら積み重ねてきた 

色ごとの団結力が、子どもたちをより成長させてくれました。 

下記に、子どもたちの感想を掲載します。この感想からも、 

子どもたちの心に残る、感動のすばらしい運動会になった 

ことがわかります。保護者の皆様には、お忙しい中、温かい 

ご声援をいただき、ありがとうございました。 

 

 ピア・サポート活動と校内運動会をつなぐ 

＊毎年、校内運動会を実施すると、子どもたちの成長に喜びを感じます。特に、６年生が下級生に優しく接し、応援合戦を

創り上げ、立派な態度を示してくれるのは、素晴らしい伝統です。毎年、６年生が大役を立派に果たすことができるのは、

やはり、異学年と関わり、温かい人間関係を構築し、多くのことを学んでいるからではないかと考えます。 

＊福井市教育委員会より通知があり、本年度の卒業証書授与式は、令和９年３月１１日（木）に行います。 

ポジティブ教育の一環として、全校によるピ

ア・サポート活動「校内運動会に向けて、ありがとうの花を咲かせよう」を実施しました。このピア（仲間）・サポー

ト（支え合う）活動を学校行事に仕組んだことで、学年の枠を超えた安心・つながり・絆がより強固となり、互い

の良さを認め合い、思いやりのある学校風土の創造が進んだと実感しています。子どもたちは事前に校内運動

会の練習の段階から、校内運動会で達成したい自分のピア・サポートの目標を立て、その目標を達成できるよ

う練習や本番に取り組みました。全体練習後には、にこフレ班で振り返りを行って、各自が目標に向かってでき

たことやできなかったことを班内で伝え合う活動も行いました。廊下に掲示されている学年ごとの「ピア・サポの

木」は、全校や学年、ペア学年の仲間の頑張りを見つけて、その頑張りにありがとうの気持ちを送った温かいメッ

セージカードの花でいっぱいです。今後も、このような活動を繰り返し、子どもたちが自分の成長や自己有用感

を自覚できる機会にしたいと考えています。   

⑯クロージングセレモニー：表彰 

＜６年生＞ 

６年生が大きい声を出してくれ

たおかげで、ぼくも大声をだすこ

とができました。  ４年児童 

１年生はまけたけど、いままでいちば

んかっこよくて、がんばっていて、ぼ

くも気合い出ました。   ４年児童 

＜１年生＞ 

むかできょうそうで、４年生が１･

２･１･２と言ってくれてありがとう

ございます。そのおかげで、はやく

なりました。      ３年児童 

＜４年生＞ 

今日、４年生がきょうぎで、３位で悲しんでい

たときに、５年生が「まだ、まけたわけではな

いよ」って、言ってくれました。 ４年児童 

＜５年生＞ 

３年生たちが一番大きい声で応えんを

したり、人がよろこぶ声かけをしたの

が、いいと思いました。 ５年児童 

＜３年生＞ 

なかよしボールリレーのとき、

いっしょにやってくれてあり

がとう。     １年児童 

＜２年生＞ 


